
牡蠣、ホタテの大口の顧客を失い、輸出金額が低迷した。コンテナ単位で輸出できる大口レストランの開拓。
４か国36ヵ所のレストラングループをさらに増やす。各国のパートナーと一緒に営業することにより、確実に増やしていく。
来年度は、100ヵ所のレストランまで開拓する。

香港以外の国の米国、ベトナム、タイに輸出ができた。各国にバートナーができ、商品の流通経路をつくった。
４か国36カ所のレストランに商品の納品ができた。香港、米国、ベトナム、タイへの輸出を実施した。
香港、タイ、ベトナムよりバイヤーを招集し、商品開発の指導をもらった。

取組①
三陸地域からの輸出コンテナ混載実証事業 取組③

製販一体となった三陸輸出商品の開発
○6月香港向けコンテナ出荷
・20Fコンテナ
○9月米国LA、NY向け出荷
・40Fコンテナ
○10月香港向け出荷
・20Fコンテナ
○11月香港向け出荷
20Fコンテナ
○3月タイ向け出荷
・20Fコンテナ
○3月ベトナム向け出荷

○11種類の商品開発
・SUN OYSTERの製品開発
・SUN SCALLOPの製品開発
・お刺身ホヤ製品開発
・お刺身わかめ製品開発
・牡蠣の潮煮製品開発
・しあわせ出汁製品開発
・トロサーモン製品開発
・穴子製品開発
・笹かま製品開発
・牛タンつくね製品開発
・サバ寿司製品開発

得られた成果

今後に向けた課題・活動の見通し

主な実施取組の内容

～「日高見の国」輸出拡大促進グループ～（宮城県石巻市）
「日高見の国」輸出拡大促進事業

取組全体の概要：

グル―プ内の水産加工品を香港、タイ、ベトナム、米国に向けて混載コンテナによる輸出事業を拡大する。また、海外顧客と製販
一体となった輸出商品を開発し、三陸の海の復興を実現する。

H27年度輸出拡大モデル事業
報告概要

取組②
販路開拓活動の実施

○7月香港商談
○8月タイ商談
○8月ベトナム・ジェトロ商談会
○9月タイ商談
○9月ベトナムバイヤー漁場工場視察
○9月香港商談
○10月ベトナムバイヤー漁場工場視察
○10月タイバイヤー漁場工場視察
○11月タイジェトロ商談会
○11月香港権八宮城視察
○1月台湾商談
○2月香港ジェトロ商談会、権八宮城フェアー
○2月ベトナムホーチミン商談会、ハノイ商談
○3月ボストンシーフードショー
○3月シカゴ商談
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